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■はじめに

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒについて誤解を生じないように申し述べます。

本書でご紹介するＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒは、データの蓄積・整理・分類・抽出・集計・分析を支援するソフト

です。

同じ名前[ ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒ] で流通しているネットワークを介してフォルダを共有するフリーソフト

ではありません。

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒは、株式会社エイコットの登録商標（登録第４６４６２５４号）であり、

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒの仕組みは、特許（特許第３８７８５０７号）により保護さております。

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒは、技術用語を用いるならばＲＤＢ(Relational DataBase)、

ＯＬＡＰ(On-line Analytical Processing)、ＤａｔａＭｉｎｉｇの機能を備えておりコンパクトなＤＷＨ(Data 

WareHouse)またはデータマート(Data Mart)を構築し、小さなＢＩ(Business Intelligence)環境を提供し

ます。

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒは、高度なデータ解析機能やグラフィカルなレポート機能を備えた本格的な

ＢＩ(Business Intelligence)ソフトではなく、データの蓄積・整理・分類・抽出・集計・分析が誰でも

簡単にできるように使い易さを追求したソフトです。

ＰｏｗｅｒＦｏｌｆｅｒは、ＲＤＢ、ＯＬＡＰ、ＤａｔａＭｉｎｉｇのツールとしても応用できるＦｏｌｄｅｒの機能を保持し

ています。

現在、企業、個人を問わず情報化社会の中で関わる情報量は益々増加の一途を辿っております。

あなたの周りでは、情報量が多すぎて、その中に潜む有益な情報や、隠れたシグナルや傾向や兆し

を見落としてはいませんか？

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒは、大量に蓄積された表形式データを上手に整理・分類・抽出して、更に様々な視点

や条件でデータを集計・分析して、隠れているシグナルや傾向や兆しを発掘、炙り出すことを支援す

るツールです。

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒは、「フォルダを開けば、そこに目的とするデータがある」ようにフォルダ設定ができま

す。  一覧表示した検索結果は、その場で集計ができ、視点や条件を変更・追加しながら繰り返し

集計を試行することが容易にできますので、会話形式でデータの分析ができます。

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒを使用することでデータが分かり易く管理でき、更には、炙り出されて見えてくる

シグナル、傾向、兆し等が皆様のお役に立つことを祈念しております。

最後に、ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒを積極的に利用して貴重なご意見や助言をお寄せ頂きましたユーザ、

協力会社、研究会の皆様に感謝申し上げます。　

２００７年７月　　著者
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Ⅰ　ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒの概要

■　Ⅰ　ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒの概要

■ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒとは

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒの概要をつぎの順に説明します。

１　基本的な機能 ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒがさまざまな用途に対応するための基本的な機能について

説明します。

２　利用目的 ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒがどんな目的で利用されているのかを説明します。

３　利用の仕方 ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒがどんなふうに利用、応用されているのかを説明します。

４　技術的な背景 ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒが登場するまでの、技術的な背景とＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒの位置付

けを説明します。

５　特徴 ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒの特徴を説明します。

６　特徴（具体編） ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒの特徴を少し具体的に説明します。

７　まとめ 概要のまとめ
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Ⅰ　ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒの概要

■ Ⅰ－１ 基本的な機能

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒの基本的な機能は下記のとおりです。

①　データの検索・抽出 ＲＤＢ(Relational DataBase)風のデータ管理ができます。

データの検索・抽出はＲＤＢ(Relational DataBase)で一般的な

SQL(Structured Query Language)を使わないでグラフィカルな検索条件図

でおこないます。

②　データの整理・分類 データの整理・分類は、検索のルールをフォルダに結びつけて、フォルダ

を開いた時に検索を実行してあたかもフォルダの中にデータが実在するか

の如く結果を一覧表示します。

③　データの集計・分析 基本的な集計ができます。

データの検索・抽出・整理・分類を組み合わせて、その場で集計の条件や

視点の追加・変更が簡単にできるため、データ分析が簡単にできます。

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒ

データの
整理・分類

データの
検索・抽出

データの
集計・分析

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒの基本的な機能
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Ⅰ－２　利用目的

■ Ⅰ－２　利用目的

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒは、つぎのような目的で利用されています。

①　実体・現状の把握 データをあちこち見る(Browse)ことで実体・現状を把握する。

②　チャンスや問題の データに潜んでいる重要な情報を炙り出す。

早期発見

③　的確な状況判断 重要な情報から的確な判断ができるように支援する。

①　実体・現状の把握

例）　機器、備品の管理

下記は、ＩＴ機器の管理の例です。

各項目（カラム）でのキー検索は勿論のこと、機器の配置やリース状況などを見渡しながら実体・現状

を把握したい場合に便利です。

左図はIT機器管理のためのも

ので、主要な項目（カラム）につ

いて列挙するようにフォルダ

設定されています。

中図は［導入年月日］フォルダ

の下位のフォルダを表示したも

のです。

年度毎に整理されたフォルダ

が表示されます。

右図は［設置場所］フォルダの

下位のフォルダを表示したもの

です。

設置ブロック毎に整理された

フォルダが表示されます。

上のフォルダのようにデータの主要な項目（カラム）でデータを整理・分類すると、さまざまな角度で

実体・現状を把握することが簡単にできます。

ある部署で急にＰＣが不調になり同等以上の性能のＰＣを他部署から一時的に借りたい場合

左下の集計結果は、［設置場所］→［メーカー］→［導入年月日］→［ＣＰＵ］別の件数集計です。

右下の集計結果は、［ＣＰＵ］→［設置場所］→［メーカー］→［導入年月日］別の件数集計です。
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Ⅰ－２　利用目的

この２表を見ながら、不調なＰＣ相当のＰＣを保有している部署を探すことができます。

左の集計表示の項目（カラム）名［ＣＰＵ］の列をドラッグして先頭にドロップするだけで右の集計表示

のように集計の視点の順位を変更することができます。

フォルダをあちこち開いたり閉じたりすることで（いろんな検索で結果を見ながら）データを見渡し、

つぎにいろんな視点で集計表示しながら目的のＰＣを探します。

機器、備品や試験データなどについて多面的にその時点の実体・現状の把握のために

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒの各機能が利用されています。

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒは整理・分類が上手
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Ⅰ－２　利用目的

②　チャンスや問題点の早期発見

例）　売上推移の実体

下の集計は、［営業担当者］別の５ヶ月間の売上実績の一覧です。

この集計から、［営業担当者］「秋山大介」は４月に若干の落ち込みがあったものの安定した売上を維持

してるように見えます。

問題の早期発見

日々の業務が平穏に円滑におこなわれている最中にも、潜在的な問題が隠れていて、その問題が

顕在化した時に初めて問題を認識することがよくあります。

下の集計は、上の集計の［営業担当者］と［１月の金額の合計］の間に［地区］を挿入したものです。

［地区］Ｃを見ると毎月売上が減少していて５月は１月の１／４０しかありません。

［地区］Ｃの穴を他の［地区］の伸びで埋めていることが分かります。

集計に新しい視点［地区］を加えるだけで、売上の総額だけでは分からない事実が見えてきました。

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒは、この例のように売上集計の視点を増減したり、順位を変えたりすることが簡単にでき

のでデータを多角的に分析してデータの中に潜んでいる重大な情報（変化）を発見することができます。

この例では、秋山大介担当の［地区］Ｃで競合他社に顧客を奪われているにも関わらず、月間の自分の

売上総額しか見ていなかったために５ヶ月間に［地区］Ｃの顧客のほとんどを失ってしまったことに気付い

ていませんでした。

表面的な現象の奥に潜んでいる重大な問題をできる限り早期に発見してその対策を考えることが必要

です。
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Ⅰ－２　利用目的

チャンスの早期発見

前述の場合と反対に、チャンスが到来しているにもかかわらずそれに気付かず、後になって好機を

逸したことを知ることもあります。

データをしっかり見渡して実体を把握して、更に多面的に分析・考察をおこないチャンスや問題点を

早期発見することは企業活動では極めて重要です。

このような重要な情報を発見するためにＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒの各機能が利用されています。

・ ・

・・・ ・
・

・

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒは調査・分析も得意
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Ⅰ－２　利用目的

③　的確な状況判断

例）　売上推移の実体（続き）

前述の例で［地区］Ｃの売上の落ち込みは、競合他社に顧客を奪われていることが考えられます。

傾向分析

「秋山大介」以外の［営業担当者］の［地区］別の集計から傾向を分析しなければなりません。

分析の結果、○○鉄道沿線の地区に「秋山大介」同様な傾向が見られました。

上記の集計に視点［商品］を［地区］の後ろに追加挿入して商品の動向も分析します。

分析の結果、商品Ｘ、Ｙ、Ｚの３品の売上の落ち込みが目立つことも判明しました。

そして、今何を成すべきかが分かってきます。

○○鉄道沿線の地区営業の強化

商品Ｘ、Ｙ、Ｚの営業強化

このように傾向を知り、的確な状況判断のための情報提供支援として、ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒのデータを

あちこち見渡す(Browse)機能と、集計の視点の追加・変更が会話的におこなわれ結果が直ちに

表示される機能が役立ちます。

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒは状況判断を支援

Power
Folder
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Ⅰ－２　利用目的

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒ

データの
整理・分類

データの
検索・抽出

データの
集計・分析

チャンスや問題の
早期発見

的確な
状況判断

現状把握

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒの利用目的
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Ⅰ－３　利用の仕方

■ Ⅰ－３　利用の仕方
ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒは、つぎのように利用されています。

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒの利用の仕方は、規模により３分類できます。

①　大中規模 業務システムと連携 非定型業務を補完

②　中小規模 表計算ソフトのデータを利用 ＤＢ機能の補完

③　小規模 小規模アプリケーション 小規模な各種アプリケーション

①　業務システムと連携

業務システムで使用したデータを系列（時系列、組織系列、地域系列、商品系列、ユーザ系列など）

で多角的に並び直してみるなどの利用の仕方。

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒは、下記の表のように各業務システムが苦手な非定型業務への対応を補完します。

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒは、大規模なシステムも対応可能で、レコード数約８００万件、ＤＢサイズ約１０ＧＢの

実績があります。

業務システム 補完する役割

売上管理 売上の推移と売上変動要因の分析

品質管理 製品の工程毎の品質管理

進捗管理 各案件がどのような状態になっているのか、遅れている案件は何なのか

を管理

備品管理 備品の導入から破棄までの管理

システムログ管理 ＯＳやアプリケーションのログを操作、警告、注意などを記録し管理

残業管理 プロジェクトや担当者別に残業の推移を管理

業務システムのトランザクションデータや都度作成されるＣＳＶ形式のデータをＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒ

へインポートします。

業務システムへデータを渡す場合は、ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒからエクスポートしたＣＳＶ形式のデータを

渡します。

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒ業務システム

トランザクション
データ

ＣＳＶデータ
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Ⅰ－３　利用の仕方

②　表計算ソフトのデータを利用

表計算ソフトでは管理が困難なＤＢ機能やデータをあちこち見る(Browse)機能を補完する

利用の仕方。

表計算ソフトで出力されるＣＳＶ形式のデータをＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒへインポートします。

表計算ソフトへデータを渡す場合は、ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒからエクスポートしたＣＳＶ形式のデータを渡します。

③　小規模アプリケーション

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒを小規模なアプリケーションとして利用することもできます。

データの入力は、データの編集機能や、カード表示機能を使います。

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒＣＳＶデータ表計算ソフト

その他各種
データ管理

設備・備品
管理

分析試験
データ管理

実験データ
管理

図面管理 棚卸し管理

書籍管理 部材管理

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒ 会員管理
アンケート
結果管理
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Ⅰ－３　利用の仕方

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒ

データの
整理・分類

データの
検索・抽出

データの
集計・分析

小規模
アプリケーション

表計算ソフト
と連携

業務システム
と連携

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒの利用の仕方
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Ⅰ－４　技術的背景

■ Ⅰ－４　技術的背景

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒは、大量に蓄積された表形式データを上手に整理・分類・抽出して、更に様々な視点や

条件でデータを集計・分析して、そこに隠れている重要なシグナルや傾向や兆しを発掘、炙り出すこと

を支援するツールです。

技術用語を用いて説明するとつぎのようになります。　 

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒは、ＲＤＢ(Relational DataBase)、ＯＬＡＰ(On-line Analytical Processing)、ＤａｔａＭｉｎｉｇ

の機能を備えたＤＷＨ(Data WareHouse)またはデータマート(Data Mart)を形成して、コンパクトな

ＢＩ(Business Intelligence)環境を提供します。

ここで、ＢＩ(Business Intelligence)という概念が登場してきた経緯を振り返って見ましょう。

少し遠回りですが（業界の読者にはくどい）この辺りのお話しをするとＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒの本質を理解して

頂けると思います。

【ＢＩ(Business Intelligence)の概念】

企業活動は、下記の図のように経営側と現場側ではそれぞれの役割があります。

現場側の日々の仕事（業務）を支えるシステムは業務システムあるいは基幹システムと言われます。

これらのシステムは、上図の下部に位置し、各部署で定型的な仕事（業務）を迅速に、効率よくできるよ

うにし、更に、ミス防止の仕組みを施したりして仕事（業務）を円滑にするために最適化されます。

その最適化の結果、ＤＢ(DataBase)はスリム化され余計な贅肉（普段は参照しない過去のデータ）は

システムから切り離されて別な場所に保管されます。

ところが、この普段使わない切り離された膨大なデータに目を向けたのがＢＩ(Business Intelligence)

です。  経営側が、蓄積された膨大なデータの中に企業経営に重要な隠された情報が沢山あることに

気付いたのです。  切り取られたデータは、それ自体は情報の記録なのですが、それらをさまざまな

系列（時系列、組織系列、地域系列、商品系列、ユーザ系列など）で見たり、あるいは、視点や条件を

変えたフィルターを透して全体を見た時に、普通では見えない重要な情報（シグナル、傾向、兆しなど）

が見えてくることがあります。

現場側

企業活動サイクルと業務システム

経営計画
方針・指示

現状報告
問題点報告

提案

経営側

経営戦略の立案
現状の把握・分析

問題点の把握・分析

経営戦略の実行
創意工夫

技術の継承・向上

業務システム
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Ⅰ－４　技術的背景

このようなデータの見方は、意志決定支援システムへと体系化され、１９９０年代には

ＢＩ(Business Intelligence)として、いろんなシステムソリューションが登場してきました。

業務システムあるいは基幹システムが企業内の定型業務を効率よく、かつ、円滑にするシステムとすれ

ば、ＢＩ(Business Intelligence)システムは、これから将来へ向けての経営戦略などの非定型業務を支援

するためのものです。　ＢＩ(Business Intelligence)の中核をなすのがＤＷＨ(Data WareHouse)と言われる

データの塊で、業務システムあるいは基幹システムのＤＢ(DataBase)から吸い上げられ統合化したもの

です。

 データマート(Data Mart)は、ＤＷＨ(Data WareHouse)から必要な部分を抜き出した部分集合です。

業務システムとＢＩ(Business Intelligence)システムの関係図

日々の企業活動
定型業務

将来の経営戦略
非定型業務

業務システム

売上データ 顧客データ経理データ

在庫データ 製造管理データ その他・　・　・

　　ＢＩ (Business Intelligence)

ＤＷＨ
(Data WareHouse)

レポーティングモニタリング

ＯＬＡＰ Data Mining その他・・・

Ａ
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Ⅰ－４　技術的背景

レポーティング ＤＷＨ(Data WareHouse)から必要な情報を抽出して簡単にレポート作成がで

きる機能

モニタリング 経営の状況を現すデータや指標が常にモニターできるようにした仕組み

飛行機のパイロットがコックピットでさまざまな機器を見ながら操縦するような

イメージ

ＯＬＡＰ さまざまな条件でデータを抽出したり、さまざまな系列や視点で集計して分析

をおこなう仕組み

ＤａｔａＭｉｎｉｎｇ 統計解析をおこなったり、試行錯誤しながら規則性、関連性、特異性などの

特徴を調べる仕組み

鉱山で鉱脈を発掘するイメージ

その他 上記以外にＤＷＨ(Data WareHouse)から有益な情報を引き出すシステム

以上のように企業に於いては、内外の膨大なデータを観察し続けて、見えない重要な情報（シグナル、

傾向、兆しなど）をより早く発見し、経営戦略を立てられるようにＢＩ(Business Intelligence)の概念が確立さ

れてきました。　

しかしながら、ＢＩ(Business Intelligence)の必要性が唱えられるものの、現実にはなかなか普及しないの

はシステムの構築が困難であること、導入コスト、運用の仕方、業務システムとの親和性などの課題克服

に時間がかかるからです。

ＢＩ(Business Intelligence)の課題

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒは、守備範囲を狭くして、構築が困難なＢＩ(Business Intelligence)をお手軽なものにしま

した。

前ページの図中のＢＩ(Business Intelligence)枠内の濃い網掛け部分ＡがＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒの守備範囲

です。 

 ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒは、機能を絞り込むことと使い易さを追求するによりＢＩ(Business Intelligence)がもたら

す恩恵の一部を誰でも享受できるようにしました。

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒは、ＢＩ(Business Intelligence)の考え方を取り入れ、データの蓄積・整理・分類・抽出・

集計・分析が誰でも簡単にできるようにして、ＲＤＢ、ＯＬＡＰ、ＤａｔａＭｉｎｉｇのツールとしても応用できる

Ｆｏｌｄｅｒです。

システム構築が困難
導入コストが高い

非定型の運用の仕方に工夫が必要
業務（基幹）システムとの親和性
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Ⅰ－４　技術的背景

 ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒの機能概念

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒ

データの
整理・分類

データの
検索・抽出

データの
集計・分析

ＤａｔａＭｉｎｉｎｇ

ＯＬＡＰＲＤＢ
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Ⅰ－５　特徴

■ Ⅰ－５　特徴

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒの特徴をよくある事例を用いて説明します。

①　Ｆｌｅｘｉｂｌｅ（柔軟性に富み） 簡単に条件や視点を変更（追加、削除、編集など）することができます。

②　Ｉｎｔｅｒａｃｔｉｖｅ（会話的に） その場で条件や視点を変更（追加、削除、編集など）することができま

す。

③　Ｔｉｍｅｌｙ（タイムリーに） 必要な時に必要な情報を知ることができます。

ＦＩＴは、Ｆｌｅｘｉｂｌｅ（柔軟性に富み）、Ｉｎｔｅｒａｃｔｉｖｅ（会話的に）、Ｔｉｍｅｌｙ（タイムリーに）の頭文字です。

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒは、簡単に使うことができて、利用者が柔軟（Ｆｌｅｘｉｂｌｅ）にデータを管理したり、

ああでもないこうでもないと会話的（Ｉｎｔｅｒａｖｔｉｖｅ）に条件を変えて検索や集計の試行を繰り返したり、

必要な時に必要なデータ照会や集計がタイムリー（Ｔｉｍｅｌｙ）にできるように工夫されており、ユーザに

ＦＩＴしたソフトです。

①　柔軟性 Ｆｌｅｘｉｂｌｅ

検索条件を設定したフォルダは、簡単に削除したり階層の異なる所へコピーしたり移動することができ、

柔軟(Ｆｌｅｘｉｂｌｅ)に富んだ検索ができます。

例）　既存の検索条件の追加

既存の[ 商品名] フォルダをコピーして各地域のフォルダに貼付することで各[ 地域] の下位に

[ 商品名] フォルダが作成されます。
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Ⅰ－５　特徴

②　会話的 Ｉｎｔｅｒａｃｔｉｖｅ

集計表示の視点をその場で会話的(Interactive)に変更（追加、削除、編集など）ができます。

例）　集計の視点順位の入れ替え

［地域］列のラベルをマウスでドラッグして［担当者］列の所でドロップすれば集計の視点や順位の入れ

替えがその場でできます。

上記の例は、［地域］毎に［担当者］がどんな［商品］を販売したか分かる集計一覧から

各［担当者］がどの［地域］でどんな［商品］を販売したかが分かる集計一覧に切り換えた例です。

③　タイムリー Timely

データの整理・分類が簡単にできて、検索表示や集計表示が高速処理されることにより

タイムリー(Timely)に情報を得ることができます。

まさに、必要な時に必要な情報を簡単な操作で得ることができます。

例）　売上集計をタイムリーに漏れなく確実におこなう

処理の状態を表すカラムの内容により処理毎のデータを検索

するフォルダを作成します。

左図の「請求済」のフォルダのデータを対象に売上集計を

することでその時点の正確な集計をタイムリーにおこなうこと

ができます。
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Ⅰ－５　特徴

【自分でできるようになりました】

集計表について考えてみます。

さまざま視点で集計した数値が示してくれる情報は、売上を押し上げるためのヒントになったり、

会社の方針を決定するほど重要な意味を持つことがあります。

しかし、使いやすい集計作業の環境が整備されていなのが現実です。

あなたは、突然に上司から会議に間に合うように集計資料の作成を頼まれて大変な思いをしたことはな

いでしょうか？　表形式データは、表計算ソフトで集計できますが、表計算ソフトの多くは、ＤＢ機能が

ほとんどありません。　

このためＤＢ機能が必要な場面では、別のＤＢソフトと表計算ソフトを組み合わせて

データの集計をしているのが現実です。　また、業務システムのＤＢを直接アクセスして専用の集計

プログラムを作る人達もいます。　

いずれにせよ、ＤＢの検索方法はＳＱＬ(Structured Query Language)を用いることが一般的で、

ＳＱＬ(Structured Query Language)を上手に使いこなしたり、無駄のないプログラムができる人達は、

専門的な知識を持った少数派で、多くの人達は悪戦苦闘しているのも現実です。

このような状況では、「できる人」に、この手の集計依頼が集中してしまいます。

よく聞く話しです。

「ほとんど同じ集計表を何表も作る。」

→　 Ａ部長に頼まれたこの集計表、先週Ｂ課長に頼まれたものとほとんど同じだよ。

「できあがった集計表を見て直ぐに新たな集計表が要求される。」

→　 役員から「この前のＸ集計とってもよかったよ。　こんどは、ここに要素Ａを加えて

Ｙ集計を、要素Ｂを更に加えてＺ集計をお願いね。　明後日の会議に間に合うよう

に。」と軽く言われて残業を余儀なくされる。

読者のあなたは、ここで登場した役員、Ａ部長、Ｂ課長、それとも残業する人ですか。　
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Ⅰ－５　特徴

このように非定型な集計作業のためにかなりのエネルギーが投入されているのが現実です。

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒは、操作が簡単で、Ｆｌｅｘｉｂｌｅ（柔軟性に富み），Ｉｎｔｅｒａｃｔｉｖｅ（会話的に）、

Ｔｉｍｅｌｙ（タイムリーに）に処理できるソフトですので、「できる人」に依頼しなくても自分でできます。

必要な時に、いつでも自分で操作することができます。　また、集計表示する際、その場で視点や条件を

変えながら試行ができますので、「できる人」に依頼して結果を見て別の条件で別集計を依頼することを

繰り返す場合にかかる余計な手間や時間が大幅に削減できます。

秋山部長
つぎですからね

やれやれ
課長とほとんど
同じ集計だ

やっとできた！
ふむふむ

0

ガーン
傾向がでていない

えぇっ
あそこに
並ぶの？

月末、月初に行列ができる集計屋さん

みんな自分でできるようになりました
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Ⅰ－５　特徴

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒ

データの
整理・分類

データの
検索・抽出

データの
集計・分析

会話的
Interactive

柔軟性
Flexible

タイムリー
Timely

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒの特徴
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Ⅰ－６　特徴（具体編）

■ Ⅰ－６　特徴（具体編）

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒの特徴を少し具体的に説明します

①　使い方が簡単 基本的な操作が簡単なことを説明します。

②　データ検索が簡単 データ検索が如何に簡単かを説明します。

③　データの整理・分類・抽出が簡単 データの整理・分類・抽出が簡単なことを説明します。

④　データ集計が簡単 データ集計が簡単なことを説明します。

①　使い方が簡単

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒは、ＷｉｎｄｏｗｓのＥｘｐｌｏｒｅｒ風のユーザインターフェースで基本的な考え方と操作を理解

すれば、誰でもすぐに使用することができます。

思考の流れに沿った操作で、検索や集計の試行を繰り返しおこなうことが簡単にできます。

②　データ検索が簡単

脱ＳＱＬ

データ検索は、ＤＢの検索として一般化しているＳＱＬ(Structured Query Language)を使わないで、

視覚的で直感的に理解し易いグラフィカルな検索条件図を作成することで検索条件を設定します。

例として、釣り実績テーブルから長さが30cm以上で種類が「あまご」、「いわな」、「やまめ」の渓流魚の

検索をする場合、ＳＱＬ(Structured Query Language)の記述とＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒの設定を比較します。

【ＳＱＬの記述】

SELECT 釣った日, 釣った場所,長さ,種類 

FROM 釣り実績テーブル

WHERE 長さ >=30 AND (種類 = 'あまご' OR 種類='いわな' OR 種類='やまめ');

【ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒの設定】

SELECT 釣った日, 釣った場所,長さ,種類 → 表示書式設定の項目一覧から

釣った日、釣った場所、長さ、種類をマークします。

FROM 釣り実績テーブル → 釣り実績テーブルのフォルダを選択します。

WHERE 長さ >=30 AND (種類 = 'あまご' OR 種類='いわな' OR 種類='やまめ');

→ 条件フォルダで下記の検索条件図を作成します。
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Ⅰ－６　特徴（具体編）

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒでは、ＳＱＬ(Structured Query Language)の文法を知らなくても簡単に検索ができ

ます。

検索条件図は、条件の直列がＡＮＤ、並列がＯＲで条件をマウスで簡単に組み立て作成します。

また、下位にフォルダを作成すると、より上位のフォルダの条件がANDで継承されます。

検索条件図は、記述言語のＳＱＬ(Structured Query Language)より視覚的で直感的ですので

分かり易く、複雑な条件設定の場合は、よりその威力を発揮します。

③　データの整理・分類・抽出が簡単

仮想フォルダでデータの整理・分類・抽出ができる

データの整理・分類・抽出は、目的のルールを検索条件化して実体のない仮想のフォルダ

に設定することで実現します。

このフォルダを開いた時、設定された検索条件を実行して結果を一覧表示します。

更に、下位にフォルダを作成すると下位のフォルダには、より上位のフォルダの条件が継承されます

ので階層的にデータの整理・分類・抽出ができます。
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Ⅰ－６　特徴（具体編）

この例では、カラム毎にフォルダが作成されています。

　

フォルダ「魚の種類」の下位には、データ中の魚の種類別のフォルダが列挙されています。

フォルダ「あゆ」を開いて全データの中から「あゆ」のレコードが右側に一覧表示されています。

「釣った地域」や「釣った年日」など他のフォルダも同様に「＋」マークをクリックすると下位のフォルダ

が列挙表示されます。

この例では、前述の30cm以上の渓流魚の条件（検索条件図参照）が設定されたフォルダを開き

検索結果が一覧表示されています。
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Ⅰ－６　特徴（具体編）

④　データ集計が簡単

表示を集計表示に変えると検索表示されていたデータを対象に予め設定されていた集計がおこなわれ

て結果が表示されます。　集計表示した後に新たな視点や集計要素の調整ができます。

この例では、魚の種類別に釣った件数と長さの平均と長さの範囲が集計表示されています。

「データの整理・分類・抽出」と「データの集計・分析」について条件や視点を変えながら行ったり来たり

繰り返し試行することがマウスのクリックだけで簡単にできます。
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Ⅰ－７　まとめ

■ Ⅰ－７　まとめ

１　基本的な機能

①　データの検索・抽出 ＲＤＢ(Relational DataBase)風のデータ管理ができます。

データの検索・抽出はＲＤＢ(Relational DataBase)で一般的な

SQL(Structured Query Language)を使わないでグラフィカルな検索条件図

でおこないます。

②　データの整理・分類 データの整理・分類は、検索のルールをフォルダに結びつけて、フォルダ

を開いた時に検索を実行してあたかもフォルダの中にデータが実在するか

の如く結果を一覧表示します。

③　データの集計・分析 基本的な集計ができます。

データの検索・抽出・整理・分類を組み合わせて、その場で集計の条件や

視点の追加・変更が簡単にできるため、データ分析が簡単にできます。

２　利用目的

①　実体・現状の把握 データをあちこち見る(Browse)ことで実体・現状を把握する。

②　チャンスや問題の データに潜んでいる重要な情報を炙り出す。

早期発見

③　的確な状況判断 重要な情報から的確な判断ができるように支援する。

３　利用の仕方

①　大中規模 業務システムと連携 非定型業務を補完

②　中小規模 表計算ソフトのデータを利用 ＤＢ機能の補完

③　小規模 小規模アプリケーション 小規模な各種アプリケーション

４　技術的背景

①　ＲＤＢ 表形式のデータを関連付けして効率よく管理するＤＢ

②　ＯＬＡＰ さまざまな条件でデータを抽出したり、さまざまな系列や視点で集計して

分析をおこなう仕組み

③　ＤａｔａＭｉｎｉｎｇ 統計解析をおこなったり、試行錯誤しながら規則性、関連性、特異性など

の特徴を調べる仕組み

５　特徴

①　Ｆｌｅｘｉｂｌｅ（柔軟性に富み）簡単に条件や視点を変更（追加、削除、編集など）することができます

②　Ｉｎｔｅｒａｃｔｉｖｅ（会話的に） その場で条件や視点を変更（追加、削除、編集など）することができます

③　Ｔｉｍｅｌｙ（タイムリーに） 必要な時に必要な情報を知ることができます
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Ⅰ－７　まとめ

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒについて図式すると下記の曼荼羅図のようになります。

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒ

データの
整理・分類

データの
検索・抽出

データの
集計・分析

ＤａｔａＭｉｎｉｎｇ

ＲＤＢ ＯＬＡＰ

会話的
Interactive

柔軟性
Flexible

タイムリー
Timely

現状把握

チャンスや問題の
早期発見 的確な状況判断

小規模
アプリケーション

表計算ソフト
と連携

業務システム
と連携

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒの曼荼羅図
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Ⅱ　ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒの仕組み

■　Ⅱ　ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒのデータ管理

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒの仕組みについて説明します。

１　「探す」ことと「整理・分類」すること ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒのデータ管理の仕方を説明します。

２　データ管理と応用 ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒの応用の仕方について説明します。

３　データ管理と表 ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒで扱うデータについて説明します。

４　個人別環境 個別に最適なデータ管理ができることについて説明します。
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Ⅱ　ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒの仕組み

■　Ⅱ－１　「探す」ことと「整理・分類」すること

「探す」、「整理・分類」することのモデルに図書館システムがあります。

図書館には、本を読みに来る人、借りに来る人、返しに来る人がいます。

一方、図書館の人は、新刊の本や返却された本を「整理・分類」して所定の本棚に置きます。

【探す】

大量の本がある本棚から直接目的の本を探すことは容易ではありません。

図書館システムは、カードやコンピュータシステムによる検索により目的の本が「どの本棚」の「何段目」に

あるかを知った上で、自分で本棚へ探しに行くか、係の人に書庫で探してもらいます。

【本を探す手順】

①　カードやコンピュータシステムで検索する。

カードの場合は、１枚ずつ内容を読みながら探します。

コンピュータシステムでは、ある程度のキーワードを入力すれば、候補が表示されその中から探し

ます。

②　本棚の前で探す。

目的が特定の１冊であれば、これで帰ることができます。

目的が本そのもではなく、「これこれについて調べる」という目的の場合は、本棚の前で適当な本を

探します。

コンピュータシステム
による検索

カードによる検索

本棚の前で探す

Ⅱ－2



Ⅱ　ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒの仕組み

【整理・分類する】

前述の「本を探す手順」の①、②でそれぞれ探し易いように整理・分類をしておきます。

①の場合は、本そのものではなく本に関わる情報を整理・分類します。

例えば、カード方式の場合、著作者で整理してあるカード群からでも、タイトルで整理してあるカード群から

でも同じ目的の本を探すことができます。

実態ではない情報の整理・分類ですから２枚のカードから同一の本を探すことができます。

②の場合は、実態としての本の整理・分類です。

ある本がそれの仲間と同じ場所にあるように整理・分類しなければなりません。

しかも、新刊で仲間は増えていき本棚の占有スペースも増えていきますので、絶えず整理・分類してあまり

閲覧のない本は、地下の書庫に移動したりしなければなりません。

更に、保管場所が変われば、カード、コンピュータシステムの保管場所の情報を更新しなければなりま

せん。

図書館では、「探す」ことと「整理・分類」することが上手にできるように工夫されています。

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒの内部的なデータの管理の仕方は図書館システムに似ています。

前述の①に相当する検索の工夫と、②に相当する管理するデータの格納方法の工夫がなされており、

これらが一体となって機能するようになっております。

①に相当する工夫は、フォルダに管理するデータを検索する仕組みを組み込みました。

３種類のフォルダを組み合わせることで、ユーザが自分にあったデータの整理・分類ができます。

フォルダについての詳細は、「Ⅲ－３　フォルダの扱い方」で説明しています。

条件設定は、「Ⅲ－３　フォルダの扱い方」の【条件フォルダの作成】で説明します。

このとき、ユーザは、②に相当する実データの格納について何も意識する必要がありません。

②に相当する工夫は、実データが頻繁に追加、更新されてもディスクの中で効率良く格納できるように

工夫しました。

３２ｂｉｔマシンのファイルシステムでは、１ファイル２ＧＢの制約があります。

ＰｏｗｅＦｏｌｄｅｒでは、論理的に５２ＧＢの空間を物理的に２ＧＢのファイルに分割して効率良く管理して

おります。

「探す」ということと「整理・分類」するというこの両面からコンピュータ内部のデータ管理とユーザ

インターフェースを考えてＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒのデータ管理の仕組みができております。
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Ⅱ　ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒの仕組み

新刊が入荷した場合を考えてみます。

予め本棚は分類されていて新刊が収まる本棚とその位置はだいたい決まっています。

カードやコンピュータシステムへ新規のカードを作ったり、データを挿入して検索できるようにします。

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒの考え方を上の図書館モデルと対比すると下のようになります。

左は、表「釣り実績の」データの「魚の種類」で列挙した

フォルダが表示されています。

新たに「うなぎ」を釣ったとします。

データ登録前は、「うなぎ」というフォルダはどこにもありま

せん。

「うなぎ」は初めて釣られた魚です。

新しく釣った「うなぎ」のデータの追加

コンピュータシステム
新しいデータ挿入

新しいカード作成

所定の場所へ格納
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Ⅱ　ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒの仕組み

新しく釣った「うなぎ」のデータを追加するだけで、

フォルダ「魚の種類」を開くと、新たにフォルダ「うなぎ」が

自動的に作成されていてフォルダ「うなぎ」を開くと新しく

追加したデータの内容が表示されます。

新たなデータを追加した時

フォルダの条件に合致すれば、直ちにそのフォルダの

中に新たに登録したデータも実在するかのように見え

ます。

更に、新たなデータの内容により列挙されるべき

新たなフォルダも自動作成されます。

このように、ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒは、グラフィカルなユーザインターフェースとデータベースを上手に使い、

実世界の「探す」ことと「整理・分類」することをコンピュータの世界で新しいフォルダ概念で分かり易く実現し

ております。
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Ⅱ　ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒの仕組み

■　Ⅱ－２　データ管理と応用

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒのデータ管理の仕組みは、図書館の本の管理モデルに似ています。

図書館の本と情報の流れ

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒの役割のイメージ

所定の場所へ格納
取り出しコンピュータシステム

による検索

カードによる検索

返却
新刊

貸し出し

業務システム

表計算ソフト

各種装置

など
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Ⅱ　ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒの仕組み

図書館の係の人は、新刊や返却された本を本棚へ格納したり、閲覧者へ指定された本を渡したり、

カード、コンピュータシステムへ情報を更新したり、大忙しです。

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒのサーバータイプの中でも、図書館の係の人と同様に大量に発生するトランザクションに

対応します。

どのようなシステムで発生したデータでも、ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒ側にデータを登録すれば、その瞬間から検索や

集計の対象になります。

例えば、複数の独立した業務システムから、それぞれの状態をＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒに通知してＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒで

一括して各システムの状態を把握する応用事例があります。

個々の業務システム間の連携を考えるとその組み合わせは多くなります。

個々のシステムはＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒのみへ状態を通知し、また、他のシステムの状態をＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒから

取得することでシステムの単純化と状態の一括管理ができるようになりました。

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒの内部の仕組みは、図書館の本と情報の流れを管理する仕組みに似ていて、そのように

情報を管理することが得意なソフトウェアです。

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒは、業務システムでは、手薄になっているＢＩ(Business Intelligence)環境を補完する仕組み

として活躍しております。

Ⅱ－7



Ⅱ　ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒの仕組み

■　Ⅱ－３　データ管理と表

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒで扱うデータは、表形式のデータです。

表形式のデータは「Ⅲ－２　表の扱い方」、「①　表形式のデータ」で説明しますが、ここでも少し触れて

おきます。

①　ＲＤＢ(Relational DataBase)風なデータ管理

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒでは、複数の表がそれぞれの特定の項目（カラム）間で結合した新たな別の表を管理で

きます。

データベースの分類では、ＲＤＢ(Relational DataBase)の表の扱いの一部をサポートしております。

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒは、学術的なＲＤＢ(Relational DataBase)の定義を全て網羅しておりませんが、現実的に

ＲＤＢ(Relational DataBase)がもたらす恩恵の多くを提供しております。

実務に主眼を置きＲＤＢ(Relational DataBase)の定義にはこだわらず使い安さと快適さを追求しました。

②　単表が単純

ＰｏｗｅｒＦｏｋｄｅｒが、業務システムの機能を補完するような利用の仕方では、業務システムで既にデータが

複数の表で結合、関連付けされた設計になっていても大丈夫です。

しかし、ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒのパフォーマンスを最大に得るには、他の表を参照しないように結合した結果として

の表データを管理することをおすすめします。
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Ⅱ　ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒの仕組み

■　Ⅱ－４　個人別環境

サーバタイプのＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒの場合、データ管理や表の定義は、全ユーザで共通です。

一方、「表の結合」、「関連付け」、「データの分類・分類に関わるフォルダ情報」は、各ユーザ毎に個人別

に管理されます。

例えば、全社共通のデータをＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒで管理した場合、「表の結合」や「関連付け」が必要のない

ユーザは、単表として扱うことができます。

また、担当部、担当課、担当者の役割によりデータの整理・分類の仕方が異なってきます。

ある部署の業務に合ったデータ整理・分類のフォルダが、別の部署では、不要であったり、もっと別の

整理・分類がしたかったりして、各担当で干渉することがあります。

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒのフォルダ情報は個別に保存しますので、ユーザ個人レベルの最適なフォルダを作ること

ができます。

個別環境で自分に最適な整理・分類・集計・分析ができます
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Ⅲ　ＰｏｗｅｒＦｏｌｆｅｒの使い方

■ Ⅲ ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒの使い方

ＰｏwerＦｏｌｄｅｒの使い方についてつぎの順に説明します。

１　画面構成 ＰｏwerＦｏｌｄｅｒの画面とメニュー、アイコンについて説明します。

２　表の扱い方 ＰｏwerＦｏｌｄｅｒでは、表形式のデータを扱います。

表の作り方、表示の仕方、データ操作、表の結合の仕方について説明します。

３　フォルダの扱い方 フォルダの種類や、作り方について説明します。

４　集計表示の仕方 検索したデータの集計の仕方について説明します。
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Ⅲ－１　画面構成

■ Ⅲ－１ 画面構成

ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒの画面構成は下記のようになっております。

①　画面構成 ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒを構成している画面と各部の説明をします。

②　機能メニューと機能アイコン ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒの機能メニューと機能アイコンについて説明します。

③　表示内容の切り替え 検索結果や集計結果の表示の切り替えについて説明します。

①　画面構成

←　機能メニュー

←　機能アイコン

検索条件図

表示領域

←　検索の要約

フォルダ表示領域 検索・集計結果表示領域
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Ⅲ－１　画面構成

【フォルダ表示領域】

表の名前をトップフォルダとして以下、

下位のフォルダを階層的に表示する領域です。

【検索・集計結果表示領域】

検索表示

フォルダの条件に従って対象データを表示する

領域

集計結果表示

集計表示

検索表示されたデータを対象に指定された

集計の結果を表示しする領域

比較表示

集計表示された結果を比率で集計する領域

上記の領域は共通な領域で、タグで切り換えます。

【検索条件図表示領域】

現在開いているフォルダに設定してある検索条件図

を表示する領域です。

サブメニューの「検索条件図」を選択するか、

または、 アイコンをクリックすると表示します。

【検索の要約】

検索したレコード件数、検索処理時間、

結果表示時間を表示します。
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Ⅲ－１　画面構成

②　機能メニューと機能アイコン

メニュー サブメニュー 説　　　　　　　　明 アイコン

ファイル 表の作成

表定義の書き出し 表形式のデータに関する操作で詳細は後述。

表定義の読み込み

検索条件図 開いているフォルダに設定しある検索条件図を表示します。

リストの印字 一覧表示しているデータを印字します。

終了 ＰｏｗｅｒＦｏｌｄｅｒを終了します。

データ操作 カード表示 選択した１レコードを別ウィンドウでカード表示します。

編集 選択したレコードの編集をおこないます。

追加 選択したレコードに追加レコードの内容を入力します。

ＣＳＶ取込 ＣＳＶ形式のファイルを読込んで新たなレコードを登録します。(Import)

ＣＳＶ出力 選択したレコードをＣＳＶ形式のファイルに書き込みます。(Export)

削除 選択したレコードを削除します。

続き 一回の最大検索数(50,000)を越えた時、検索を続ける場合に使います。

ヘルプ バージョン情報 バージョン情報を表示します
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Ⅲ－１　画面構成

③　表示内容の切り替え

検索結果や集計結果の表示の切り替えについて説明します。

ユーザは、「フォルダ表示」、「検索・集計表示（集計表示・比率表示）」を自由に行ったり来たりできます。

「フォルダ表示」は、階層的に表示されます。

「検索・集計表示（集計表示・比率表示）」は、画面下部のタブにて切り替えます。

フォルダを変えながら（条件を変えながら）、検索したり集計したり、その結果をみて更に条件を追加したり

することががその場でできます。

検索表示

集計表示

比率表示

検索表示したものを
対象に比率表示

フォルダで検索した
内容全て表示

検索表示したものを
対象に集計表示

+

+

-

+

フォルダ表示
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